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〈エッセイ〉岡倉由三郎先生 音声学と英語教育に































































関係のスタッフにはEastlake, Chamberlain, James Main Dixonなどの博言学の専攻であっ
た。当時は言語学とは言わず、博言学と呼ばれていたのである。また、他の教科では国語・漢
文、フランス語、ドイツ語、朝鮮語、アイヌ語、琉球語などを学んだ。英学では、George















た。その時わずか30歳であった。                                     
注：伝記は村岡博氏及び、福原麟太郎氏がお書きになったものを主に参照させていただいた。謝意を申し上げる。
